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研究成果の概要（和文）：

本研究では、科学者の国際労働移動が科学の発展に与える影響を明らかにするために、アメリカ

に移住して定着した科学者と、アメリカで研究生活を送ったあと日本に帰国した科学者について、

共同研究ネットワークや論文の引用・被引用ネットワークを分析した。その結果、国際労働移動が

国際共同研究や国際的な知識の移転に寄与する条件が見出された。また、アメリカへの移動が日本

人科学者の研究成果を高めることも示された。

研究成果の概要（英文）：
In this research, I analyzed collaborative research networks and citation and cited 

paper networks of scientists in order to clarify influences of their international 
migration on the development of science, focusing on Japanese scientists who emigrated 
to the U.S. and who migrated to the U.S. and then returned to Japan. As a result, I found 
some conditions under which international migration of scientists promotes international 
collaborative research and knowledge transfer. It is also found that migration to the 
U.S. increases research performance of Japanese scientists.  
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国際的な経済競争の中で繁栄を続けていくた

めにはイノベーションが不可欠であることから、

主要先進国は、科学技術人材を国内で養成する

ばかりではなく、海外からも積極的に受け入れ

る政策をとっている。しかし、科学者や技術者

が国際移動を行うことによる効果については、

受け入れ国の労働市場に与える影響や送り出し

国の頭脳流出の問題に関する先行研究があるも

のの、科学者が国際的に移動することによって、

ネットワークが形成され、知識が移転され新た

に創出される効果については、世界的にみても

ほとんど実証的に研究されていなかった。

また、科学者や技術者の国際移動は、希少で

高度な専門性や高い生産力が失われるという理

由で、特に発展途上国において問題視されてい

る。しかし、頭脳流出があっても、流出した人

材が母国との間で科学技術上のネットワークを

維持し、知識や技術を移転する役目を果たすの

であれば、頭脳流出にもメリットがあるとみら

れている。さらに、国外に流出した人材が帰国

（頭脳還流）するならば、ホスト国との間で築

いたネットワークを利用して、共同研究、ベン

チャービジネスなどを行うメリットも強調され、

中国、EU など、頭脳環流を積極的に促す政策

を行っている国や地域もある。したがって、海

外に移住した科学者は母国との間で、また、帰

国した科学者はホスト国との間で、科学技術上

のネットワークを維持しているのか、また、そ

れをどのように利用しているのか、海外ネット

ワークを利用することによってどのような効果

があるのかについての実証研究が必要である。

２．研究の目的

本研究は科学者を、研究を職業としている人

として定義して、科学者が国際移動をすること

によってどのようにネットワークを変化させ、

知識の移転と創出を起こしているかについて、

理論的・実証的に研究するものである。科学者

や技術者の国際移動のインセンティブに関する

先行研究において、ネットワークの形成を目的

に移動している人が多いことが明らかになった

ため、彼らは国際移動によってどのようにネッ

トワークを変化させているのか、そのネットワ

ークからどのようなベネフィットを得ているの

か、また、そのネットワークを通じてどのよう

に知識が移転され創出されているのかについて

明らかにすることが本研究の目的である。

３．研究の方法

まず、日本からアメリカへ移住し、そのまま

アメリカに定着した日本人科学者と、日本から

アメリカへ移住したのち帰国した日本人科学者

の共同研究ネットワークを分析した。まず、

Thomson Reuters の Web of Science の中の

Science Citation Index Expanded 
(SCI-EXPANDED)を用い、1995年に出版され、

かつ、著者の少なくとも一人がアメリカのマサ

チューセッツ工科大学かスタンフォード大学に

所属している論文を検索した。全部で 7318 本

の論文が検索され、それらの著者名をすべて調

べたところ日本人の名前が 224 含まれていた。

224 人について過去に出版された論文や履歴を

調べると、1995 年以前に日本からアメリカへ移

住し、1995 年よりも後に日本に帰国したことが

明らかになった研究者（頭脳還流のケース）は

111 人、また、2009 年の時点でまだアメリカに

居住していた研究者（頭脳流出のケース）は 34
人であった。頭脳還流の 111 人のうち、2002
年までには帰国していなかった 2 人を除くと、

アメリカ滞在中の共同研究のパートナーは全部

で1742人であった。本研究では頭脳還流の109
人について、2009 年までに書いた論文を

SCI-EXPANDED で調べ、1742 本の共同研究

ネットワークのタイが帰国後も維持されている

かどうか、維持されているタイはどのような特

徴を備えているかについて、仮説をたててロジ

スティック回帰分析により検証した。

次に、上記の方法で検索された日本人研

究者の中から、100以上の論文を発表し、2011

年11月の時点で被引用回数が100を超える論

文を有し、かつ、統計的分析に耐えうる数の

国際共著論文を発表しているエリート研究者

（大学に勤務）を対象に各人の論文デビュー

の年から始まる論文リストを作成し、各論文

について被引用回数を調べ、各人の研究成果

が国際移動というイベントや国際共同研究と

いう研究形態によってどのように変化するか

を分析した。

さらに、ノーベル賞受賞科学者Ｘ氏の論文す

べてについて被引用論文数を調べたところ、

1494本が最高であった。そこで、1494本のそれ

ぞれその論文について著者の住所（国）を論文

の出版年別に調べ、知識が国際的に時間と共に

どのように移転されているのか、また、被引用

論文数が相対的に少ない30ヶ国については、知

識移転の経緯となる要因について、科学者の国



際移動や地理的近接などの観点から分析した。

４．研究成果
リサーチクエスチョン別に、本研究のサンプ

ルについて研究成果とその意義、今後の展望を
まとめると以下のように要約することができる。

リサーチクエスチョン(1)：
「アメリカへ移住し、何年間かの研究生活を送

ったのちに帰国した科学者は、アメリカの研究

者と研究上のネットワークを維持するか。維持

しない場合、帰国後どの位の期間でそのネット

ワークは消滅するか。維持する、維持しないを

分ける要因は何か。」

① 帰国しても維持されるタイは 1 割程度、

しかもその半数以上は 3 年以内に消滅す

ることが明らかになった。

② タイの継続を促進する要因としては、ま

ず、日本人研究者同士のタイは地理的距

離が大きくなっても継続される確率が高

いことが示された。社会的近接が地理的

距離を補っていると考えられる。

③ アメリカ滞在中の共同論文数の多い共同

研究者とのタイの継続確率が高いことも

見出された。繰り返し共同研究を行うこ

とによって、研究者は信頼関係を形成し、

科学者コミュニティの文化、価値、知識

などをシェアしていると考えられる。

④ 国際共同研究を行うインセンティブをマ

テリアル誘発型、 データ誘発型、設備誘

発型、資源誘発型、アイデア誘発型にタ

イプ分けしたところ、設備誘発型の研究

において、タイの継続確率が高いことが

明らかになった。アメリカは論文数でみ

ても論文の被引用回数でみても日本を上

回っているが、日米間格差が一番小さい

のが設備誘発型の研究である。日本では、

大規模で特殊な研究施設や装置を用いる

プロジェクトが政府によって財政的にサ

ポートされ、また、自動車、電機・電子

産業を始めとする産業界の技術開発も盛

んである。そのような研究施設や装置と

日本の高い技術力が、アメリカの研究者

にとって日本との国際共同研究を行う際

のインセンティブになっていると考えら

れる。

⑤ 帰国後に民間企業や病院に勤務した研究

者は、大学や公的研究機関に勤務した研

究者と比べて、タイを継続する確率が低

いことが明らかになった。民間組織では

大学や公的研究機関と比べて研究テーマ

や共同研究パートナーの選択において、

研究者個人の自由度が低いことが原因で

あると考えられる。

⑥ 研究者としての経験年数もタイの継続確

率に影響を与えることが示された。経験

年数が増えるにつれて、始めはタイの継

続確率が下がるが、13年頃を境に逆に経

験年数と共にタイの継続確率は高まって

いく。経験年数の短い大学院生やポスド

クは指導教授や PI との結びつきが強く、

師弟関係をベースに帰国後もタイを維持

する傾向がある。また、経験年数の長い

ベテランの研究者もタイを継続する確率

が高いのは、ベテラン研究者にはアメリ

カでの研究経験の長い人が含まれており、

そのような人達が長い滞在期間中にアメ

リカの研究者と強いタイを築いたからだ

と考えられる。また、年功的なシステム

の日本においては、ベテラン研究者がプ

ロジェクトを運営する権限を持っている

ため、彼らはテーマの設定やリサーチパ

ートナーの選択における高い自由度を活

かして、プロジェクトを成功に導くため

に、アメリカで共同研究を行ったことの

あるパートナーを選び共同研究を行って

いることが原因と考えられる。

⑦ 以上のように、本研究では科学者の国際

移動が共同研究ネットワークに与える影

響を分析した。マイグレーション研究と

知識創造研究をつなぐ研究が世界的にみ

ても非常に少ない中で、マイグレーショ

ンが知識の移転と創出に与える効果の一

端を実証的に示した点に本研究の意義が

ある。国際移動を行う研究者は移動時に

知識の運搬人になるばかりではなく、日

本に帰国後もアメリカとの共同研究ネッ

トワークを維持し続けるならば、国境を

隔てた２つの知識ベースの間でパイプラ

インとなり、知識の移転と創出に連続的

に貢献することができる。本研究の結果

によると、彼らがその役割を果たし続け

る確率は低いが、その役割を果たすため

には、ホスト国にいる間に、現地の研究

者と強いタイを築き、そして、帰国して

から組織内においてそのタイを利用でき



る立場に立つことが重要である。

⑧ 本研究では、日本人科学者の日米間の移

動のみを対象に分析が行われたが、本研

究は、科学者の移住先（ホスト国）によ

る比較、科学者の移動元（送り出し国）

による比較、頭脳流出と頭脳還流の比較、

さらには、科学者のネットワーク上のポ

ジションやネットワークの構造を組み入

れた分析などへ発展させることができる。

リサーチクエスチョン(2)：

「アメリカへ移住することによって、また国際

的なネットワークを形成することによって、科

学者のパフォーマンスは高まるか。帰国後にそ

のパフォーマンスはどのように変化するか。そ

の変化に海外ネットワークはどのように影響し

ているか。」

この課題については、渡米後何年間かアメリ

カで研究生活を送ったあと帰国した 4 人（頭脳

還流のケース）と、頭脳流出した 4 人を対象に、

2011 年までの全発表論文の被引用回数を分析

することによって、アメリカへの国際移動によ

る研究場所の変化と、国際共著という著作形態

が、研究者個人の研究成果に与える影響につい

て分析し、以下の結果を導いた。

① 論文の被引用回数で論文のパフォーマンス

を測ると、日本からアメリカへ移住し、再

び日本に戻った研究者 4 人について、アメ

リカで行った研究の成果である論文は、日

本で行った研究に基づく論文よりも、有意

に多く引用されていることが明らかになっ

た。研究成果を高めるためには、一般に、

研究資金、研究施設や設備、研究者をサポ

ートするテクニシャンが必要になるが、ア

メリカではこれらの条件が整っている上に、

多様な人材が集まる中で自由闊達に議論が

展開されており、研究環境が優れている。

さらに、アメリカの有名な大学・研究機関

や研究者は、国際的な知識ネットワークの

中心に位置し、情報・知識に容易にアクセ

スし、科学的知識に最も貢献しやすい立場

にある。また、名の知れた研究者の業績ほ

ど認知されやすいというマシュー効果があ

るとも言われており、アメリカの一流の研

究者と共同研究をすることで、日本人研究

者が関与した論文についても引用されやす

い環境が創り出されていると考えられる。

② 同様に、頭脳流出した日本人研究者の研究

についても、日本時代の研究よりも渡米後

の研究の方が有意に多く引用されているこ

とがわかった。

③ 先行研究において、科学者の国際移動の

目的として指摘されたのは、海外で先端

の科学的知識や技術を修得することや、

研究資金・設備・人材などの面で優れた

環境の中で研究を行い、高い研究成果を

あげることであったが、実際に科学者が

科学技術のより発達した国、研究環境が

優れた国へ移動することによって、その

個人の研究成果が高まるか否かについて

はほとんど研究されてこなかった。特に、

日本とアメリカのように、科学技術水準

の格差が比較的小さい国々の間での国際

移動がどの程度効果を持つのかについて

は知られていない。最近の日本は、研究

資金、設備などの面で改善をはかってい

るが、そのような中で本研究において、

アメリカで研究を行うと日本人研究者の

論文のインパクトは高まるが、帰国する

とインパクトが低くなるということが見

出されたのは重要である。

④ また、国際共著論文は被引用回数が多く

なる傾向をもつことが多くの先行研究で

指摘され、日本人科学者の国際共同研究

が少ないことが問題視されている。先行

研究では、単著か共著か、共著ならば組織

内共著か国内共著か、あるいは国際共著か

など、マクロの視点から著作形態別のイン

パクトを比較するという方法により国際共

著の効果が主張されてきた。そこで、もと

もと引用されるような質の高い研究を行う

能力をもった研究者が、国際共同研究に参

加しているために国際共著のインパクトが

高いのか、国際共同研究という形態がイン

パクトの高い論文を生み出しているのか、

区別することができなかった。そこで、研

究者個人の著作の中で、国際共著という形

態をとったときに、他の形態の著作よりも

インパクトが高い論文を生産しているのか

を調べることにより、国際共同研究が研究

成果に与える影響を検証した。その結果、

帰国した日本人研究者についてみると、国

際共著の方がより多く引用される傾向はみ



られるが、有意に
．．．

多いかどうかは、人によ

って異なることが明らかになった。

⑤ 反対に、アメリカに頭脳流出した 4 人の研

究者全員については、日本に住む日本人研

究者と行う国際共同研究は、インパクトが

有意に低いという結果が得られた。アメリ

カ在住の日本人研究者は、文化的共通性や

個人的なつながりを活用しながら日本人と

の共同研究を行っていると思われるが、彼

らにとっては日本人との共同研究は高い研

究成果につながっていない。それにもかか

わらず日本との共同研究が行われたことか

ら、頭脳流出をした研究者は、日本に住む

日本人研究者への知識移転や共同研究を通

じたサポートによって、日本に貢献してき

たと考えられる。

⑥ 以上のように、本研究では 8 人のエリー

ト研究者の研究成果を対象に分析を行い、

いくつかの重要なファインディングスを

得ることができたが、本研究の結果がさ

らに多くの研究者についても観察される

のかを検証することは重要である。また、

研究者の活躍した時代、研究分野別の違

いなどを考慮した詳細な分析は今後に残

された課題である。

リサーチクエスチョン(3)：
「海外へ移住した科学者は、ホスト国から母国

へ、または母国からホスト国へ、知識を移転す

る役割を果たしているか。また、海外へ移住し

たのちに帰国した科学者を通じて、ホスト国か

ら知識が移転され、その知識は母国の研究チー

ムの中で発展しているか。」

① 始めに、頭脳流出のサンプルについて、す

べての論文を対象に共同研究のパートナー

の国籍を調べ、特に日本人パートナーにつ

いては、アメリカの同じ研究所に所属して

いるか、あるいは日本に居住しているかに

分けて共同研究を通じた知識の移転を分析

したところ、日本人研究者は渡米後も日本

に住む日本人研究者と共同研究を行ってお

り、頭脳流出は国際共同研究に重要な役割

を果たしていることが見出された。ただし、

日本人共著者を含む論文の割合は、数％程

度から 50％近くまで人によりまちまちで

あった。また、ライフサイエンスや化学の

在米研究者の場合は、日本に住む日本人研

究者と共同研究を行うよりも、日本からの

留学生、ポスドク、訪問学者などの受け入

れ先となって、アメリカの研究所内で共同

研究を行う傾向があるのに対して、物理や

工学の在米研究者の場合には、日本に住む

日本人研究者と国際共同研究を行う傾向が

強いことが明らかになった。

② 次に、頭脳流出のケースに該当する日本

人で、ノーベル賞を受賞したX氏の論文

すべてについて共同研究のパートナーを

時系列的に分析したところ、主に地理的

距離の近い研究者と共同研究が行われて

いることが見出された。また、注目すべ

きは日本人研究者のプレゼンスで、ドイ

ツ、イギリス、フランスなどの科学の先

進国以上に、X 氏の日本人共著者の数は

多く、日本人同士という社会的距離が日

米間の地理的距離を補って国際共同研究

を活発化させていた。

③ また、Ｘ氏の論文すべてについて被引用論

文数を調べたところ、Ｙ論文が1494回引用

されていて最高であった。そこで、1494本

のそれぞれその論文について著者のアドレ

ス（国）を論文の出版年別に調べ、知識が

国際的に時間と共にどのように移転されて

いるのかについて分析した。Y 論文が引用

している論文のアドレスはわずか 5 カ国で

あったが、Y 論文を引用している国は42カ

国に及んでいた。これらの国を、被引用論

文数を基準に３つに分類すると、まず、被

引用論文数が多いＡグループは、アメリカ、

イギリス、日本、フランス、ドイツ、カナ

ダ、スイスの 7 カ国で構成されている。こ

れらの国々は、Y 論文が出版された1992年

からほぼ毎年、被引用論文を生みだし、被

引用論文総数はどの国も90以上である。日

本とフランスを除くと、Y 論文が引用して

いる国々とも一致しており、当該領域の研

究の中心になっているグループと考えられ

る。中でも、アメリカの被引用論文総数は

853で最も多く、二番目に多いドイツの118

を大きく引き離している。すなわち、コア

となる 7 カ国の中で、アメリカを中心にし

て知識の移転と創出が活発に展開されてい

たと考えられる。

④ また、被引用論文総数が14～62の中間とな

るＢグループがオーストラリア、オランダ、



スエーデン、イスラエル、イタリアの 5 か

国である。Ａグループと比べ各年の被引用

総数が少なく、また、被引用のスタート年

がＡグループよりも遅いという特徴が見ら

れる。これらの国々においては、当該分野

の研究に携わっている研究者や研究組織の

数がＡグループよりも少なく、情報収集や

知識移転に遅れが生じていると考えられる。

⑤ 残りの30か国（Ｃグループ）では、Y 論文

を引用している論文の総数が 10 未満と少

なく、そのうち半数の国では 1 本だけであ

る。Ｃグループの国は、ヨーロッパ、アジ

ア、中東、中南米、アフリカの広い範囲に

広がっており、Y 論文の知識はまさに世界

中に普及している。ただし、Ｃグループの

国に知識が移転され新しい知識の創造につ

ながるまでに数年から十年以上の時間がか

かる。また、Ｃグループの国々では、1 本

論文が発表されてもそのあとに続いていか

ない。論文を通じて移転可能なのは形式知

であり、形式知は地理的距離や社会的距離

にかかわらず、国境を越えて広がるポテン

シャルを持っているとしても、Ｃグループ

の国々では科学技術の発展が相対的に遅れ

ており、研究機関や研究者数が少ないため

に、知識を吸収する力や吸収した知識を新

たな知の創造につなげる力が弱いと考えら

れる。

⑥ 被引用論文数が相対的に少ない 30 ヶ国に

ついては、さらに、知識移転の経緯となる

要因について分析をした。その結果、研究

者個人が 2 カ国にわたるアドレスを有して

いて一時的に海外で研究を行っている場合

や海外での研究を終えて帰国してからホス

ト国の研究者と共同研究を行っているもの

が 4 分の１程度含まれており、国際移動が

知識の普及に一定の役割を果たしているこ

とが示された。

⑦ 国際移動による知識移転は、Ｃグループの

中の非ヨーロッパ諸国において多く、逆に

Ｃグループのヨーロッパ諸国では、近隣の

国々との地理的近接による共同研究を通じ

て、知識が国と国の間で移転されているこ

とが見出された。

⑧ 以上のように、ノーベル賞受賞者Ｘ氏の

研究を題材に、引用 論文共著              

被引用の一連のプロセスがどのように国

際的な広がりの中で展開され、そのプロ

セスに科学者の国際移動がどのように、

またどの程度貢献しているのかを初めて

示すことができた点に、本研究の意義が

ある。より多くの研究者のサンプルで同

様の研究を行い、本研究の発見を確認す

ることが今後の課題である。

５．主な発表論文等
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には
下線）

〔雑誌論文〕（計 1 件）
① 村上由紀子「国際移動と国際共同研究が研

究成果に与える影響―日本人エリート研究
者の事例分析―」『研究 技術 計画』 査読
有り、掲載決定

〔学会発表〕（計 4 件）
① 村上由紀子「知識の吸収、創造、移転の国

際展開」 研究技術計画学会第 27 回年次学
術大会 講演要旨集 pp.903-907 一橋大
学 2012 年 10 月 28日

② 村上由紀子「頭脳流出が国際共同研究に与
える影響」 研究技術計画学会第 26回年次
学術大会 講演要旨集 pp.252-255 山口
大学 2011年 10 月 16日

③ Yukiko Murakami “Influences of Return 
Migration on International Collaborative 
Research Networks”, Sunbelt XXXI, 
International Networks for Social 
Network Analysis, Trade Winds Island 
Resorts, At. Pete Beach, FL, USA, 
2/10/2011, Meeting abstract p.84.

④ 村上由紀子「国際共同ネットワークの継続
性－国際移動の影響」研究技術計画学会第
25会年次学術大会 講演要旨集pp.802-805 
亜細亜大学 2010 年 10 月 10 日

６．研究組織
(1)研究代表者

村上 由紀子（MURAKAMI YUKIKO）  

早稲田大学・政治経済学術院・教授

研究者番号： 80222339

(2)研究分担者
なし

(3)連携研究者
なし


